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1. 研究の背景と目的 

 本研究では、石器の使用痕分析において、レプリカの観察の有効性を論じる。精密なレプリ

カを用いた観察は、通常では観察が困難な石材による石器の高倍率分析を可能にする、石器使

用実験の途中状態の型を作成して痕跡の形成過程を論じるなど、様々な応用が期待される。 

試料の型を取ることは、歯のマイクロウェア研究では一般的で、石器の使用痕分析でもいく

つかの試みがなされている（Ollé & Vergès, 2014 など）。しかし、その手順と使用材料の説明に

は、複製の再現性や詳細を公開されていない部分がある。また、高倍率での表面複製の正確さ

にも疑問の声があがっており（Macdonald et al. 2018 など）、レプリカ作成時のエラーの原因や

使用痕分析への影響を精査する必要がある。そこで本研究では、レプリカの作成手順や仕様材

料の試行錯誤に加え、光学的な観察における使用痕の再現性を調べることとした。 

 

2. 研究の方法 

 まず、石英製実験石器 4 点を作成し、使用実験を行った。脱脂綿・綿棒とエタノールを用

い、実験石器の表面の脂分を拭き取った。紙コップの底に練消しゴムを置き、その上に実験石

器を置いて（図 1）、シリコンゴム液（アグサジャパン株式会社製ブルーミックスソフト）を流

し込んだ（図 2）。シリコンが固まったら、紙コップから固化したシリコンを取り出し、練消し

ゴムを取り除いた後、石器をシリコンから取り出した（図 3）。これで石器の型が完成する。次

に、型にレジン（日新レジン株式会社製超低粘度・注型用ウレタン樹脂ホビーキャストＮＸノ

ンキシレン アイボリー）を流し込んでレプリカを作成した（図 4）。固化を待ち、型からレプ

リカを取り出した（図 5）。 

レプリカの正確さを検証するため、実験石器およびそのレプリカを 100〜500 倍で観察し、比

較した。また、複数のレプリカを比較して、複製のエラーがどの程度あるのかを検討した。高

倍率での観察には、金属顕微鏡 OLYMPUS BXFM（南山大学上峯研究室所有）を、顕微鏡写真

の撮影には、WRAYCAM-NOA2000（山田しょう氏より借用）を使用した。 

 

3. レプリカの正確さの検証の結果 

 顕微鏡観察において、実験石器とレプリカとの相違はほとんどなかった（図 6）。複数のレプ

リカの比較においても、観察において支障をきたすような差が生じることもなかった。ただ

し、レジンが固化する際に気泡が入ることがあった。レプリカに穴ができてしまった場合は、

作成しなおしたり別のレプリカでその部分を観察したりする必要がある。 



4. 和知白鳥遺跡出土石器への応用 

遺物観察は現在進行中で、広島県三次市の和知白鳥遺跡で出土した石器（広島県立埋蔵文化

財センターの所蔵品）のレプリカを作成し、顕微鏡観察を行っている。石器は、後期旧石器時

代前半期に属する石英製の台形様石器、ナイフ形石器、剝片である。 
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